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要         旨 

ZG16p はヒト腸管の粘膜に局在するマンノース／ヘパリン結合性のレクチ

ンである。腸上皮の杯細胞から管腔に分泌され、粘膜層に局在している。大

腸がん患者のがん組織では ZG16p の発現量が低下していること、ZG16p 低発

現群の患者の予後が不良であることが報告されている。申請者は ZG16p がヒ

ト大腸がん由来細胞株および大腸がん患者由来腫瘍オルガノイドの増殖を抑

制することを発見し、その作用機序に関して生化学、糖鎖生物学、細胞生物

学的な手法で解析を行なった。それらの研究内容について本審査委員会で

は、独自性、新規性、当該分野の学問への貢献や発展性等の観点から審査を

行い、本論文内容に関して、以下の点を高く評価した。 
1. ZG16p のヒト大腸がん細胞の増殖抑制作用を、種々の培養大腸がん細胞に

加えて、ヒト大腸がん組織由来オルガノイドを使った実験により検証し

た。 
2. ZG16p の部位特異的変異体を使って活性部位の特定を行い、ZG16p の糖

結合部位が大腸がん表面への結合とそれに続く増殖抑制作用の発現に重要

であることを明らかにした。 
3. ZG16p の細胞増殖抑制作用が DNA 複製や細胞周期の停止によるものであ

ることを明らかにし、その分子機構に関して細胞老化や細胞死、細胞分化

の可能性に関して多面的に検証した。 
4. 本研究成果を活用して、今後、ZG16p を使ったバイオマーカー検出や、が

ん治療などの疾患研究へ展開の可能性 
 

尚、本論文の内容の一部は、申請者を第一著者として糖鎖生物学領域の査

読付き欧文国際誌にすでに掲載されており、また申請者は国内の学術集会にお

いて口頭およびポスターにより数回発表をしている。 
以上のような審査を経て、本審査委員会は、２月２１日に行われた最終試

験を合格と判定した。そして、英語での論文作成、学術集会での発表･質疑応

答を行う能力も含めて、申請者は十分な研究能力を有しており、本学大学院

人間文化創成科学研究科における博士(理学)、PhD in Biochemistry の学位を

授与されるにふさわしいと判断した。 
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